
①
「
要
員
確
保
に
つ
い
て
は
、

増
員
に
最
大
限
努
力
し
て
い

く
」

②
管
理
職
特
勤
未
支
給
に
つ
い

て
、
「
在
宅
で
も
危
機
管
理
マ

ニ
ュ
ア
ル
通
り
の
対
応
を
し
て

い
る
。
そ
れ
は
業
務
だ
と
認
め

て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
」
の
問
い
に
「
業
務
で
は

な
い
と
は
思
っ
て
い
な
い
。
」

「
電
話
と
電
話
の
合
間
の
時
間

の
証
明
は
困
難
で
あ
る
こ
と
を

踏
ま
え
て
、
そ
の
必
要
性
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
く
」
と
回
答
。

③
５
級
昇
格
該
当
者
の
追
及
に

対
し
て
「
個
別
の
こ
と
に
は
お

答
え
で
き
な
い
。
」「
そ
う
い
う

話
を
こ
れ
ま
で
も
お
聞
き
し
て

い
る
。
処
遇
改
善
に
努
力
し
て

い
く
。
」
と
回
答
。
更
に
支
部

は
、
５
級
昇
格
は
管
理
職
昇
任

と
同
時
に
発
令
す
る
こ
と
を
強

く
求
め
、
当

局
は

、
「
上

位
級
拡
大
に

努
力
し
て
い

く

。
」
と
答

え
ま
し
た
。

①
「
要
員
の
確
保
に
つ
き
ま
し

て
は
、
地
方
整
備
局
と
し
て
色

々
な
工
夫
を
し
て
業
務
執
行
の

一
層
の
簡
素
合
理
化
を
図
る
と

と
も
に
、
今
後
と
も
必
要
な
要

員
の
確
保
に
努
力
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
考
え
に
変
わ

り
は
な
く
、
引
き
続
き
一
人
で

も
多
く
と
い
う
気
持
ち
で
地
方

整
備
局
の
業
務
の
実
態
、
重
要

性
、
厳
し
い
定
員
事
情
な
ど
を

十
分
説
明
す
る
な
ど
適
切
に
対

処
し
て
い
く
。
」

②
「
テ
ッ
ク
フ

ォ

ー

ス

の

問

題
。
私
も
色
々

問
題
意
識
を
持

っ
て
い
ま
す
。

皆
様
に
行
っ
て

下
さ
い
と
命
令

す
る
わ
け
で
す

か
ら
、
少
し
で

も
前
に
改
善
で

き
る
よ
う
努
力

し
た
い
。
本
省
で
は
テ
ッ
ク
フ

ォ
ー
ス
の
手
当
に
つ
い
て
業
務

の
特
殊
性
、
困
難
性
、
を
考
慮

し
て
、
手
当
の
支
給
を
検
討
す

る
よ
う
人
事
院
の
方
に
要
望
し

て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
本
省

と
し
て
も
問
題
意
識
を
持
っ
て

対
応
し
て
い
る
と
聞
い
て
い

る
。
」

③
「
職
員
の
処
遇
に
つ
き
ま
し

て
は
、
こ
れ
も
大
変
重
要
な
課

題
と
認
識
し
て
い
る
。
相
手
の

あ
る
こ
と
で
は
あ
る
が
皆
様
の

要
望
は
念
頭
に
お
い
て
全
体
と

し
て
良
く
し
て
い
く
と
い
う
気

持
ち
で
努
力
し
て
い
く
。
」

①
「
現
定
員
内
で
の
工
夫
に
も

限
界
が
あ
る
。
組
織
と
し
て
ど

う
し
て
い
く
の
か
を
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
問
題
意
識
は

一
緒
。
皆
さ
ん
に
も
協
力
し
て

も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

②
（
加
重
収
賄
逮
捕
事
件
に
つ

い
て
）
「
大
事
な
指
摘
だ
と
思

う
。
（
逮
捕
者
の
）
個
人
的
な

問
題
も
あ
る
が
、
仕
事
の
や
り

方
や
体
制
も
検
証
が
必
要
。
現

状
に
即
し
た
実
行
可
能
な
対
応

を
考
え
て
い
き
た
い
。
」

③
「
管
理
職
の
職
務
の
大
変
さ

に
処
遇
が
伴
っ
て
い
な
い
と
い

う
気
持
ち
は
解
る
。
少
し
で
も

良
く
す
る
よ
う
努

力
す
る
」
「
皆
さ

ん
の
問
題
意
識
は

解
っ
た
。
皆
さ
ん

が
矛
盾
に
思
う
と

こ
ろ
を
改
善
で
き

る
よ
う
、
こ
ち
ら

も
問
題
意
識
を
持

っ
て
努
力
す
る
。

個
別
の
こ
と
は
言

え
な
い
が
、
私
も

よ
く
観
る
。
」

①
「
人
が
足
り
な

い
と
の
話
は
聞
い

て
い
る
。
要
員
を

確
保
す
る
努
力
は

し
て
い
る
が
難
し

い
。
新
規
採
用
は
、

そ
れ
な
り
の
数
は

確
保
し
て
い
る
が

平
成
２
８
年
度
よ

り
は
少
し
少
な
い
見
通
し
。
し

っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。
」

②
（
管
理
職
特
勤
は
）
「
四
国

で
は
平
日
･
深
夜
の
例
は
聞
い

て
い
な
い
。
臨
時
・
緊
急
の
場

合
は
、
在
宅
の
ケ
ー
ス
は
あ
る

と
云
っ
て
い
る
。
個
々
の
ケ
ー
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全国各支部で局長交渉実施

増員、業務執行体制で追求

ユニオンに加入を
希望される方
下記アドレスに

｢氏名･所属｣をメー
ルください。
後ほど担当支部か

ら連絡させて頂きま
す。

k-union@alpha.
o c n . n e . j p

ユ
ニ
オ
ン
の
各
支
部
で
は
、
昨
年
１
２
月
か
ら
今
年
２
月
に
か
け
て
局
長
交
渉
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
号
で
は
、
各
支
部
で
行
わ
れ
た
交
渉
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。
特
に
、
次
の
３
点
の
項
目
に
つ
い
て
各

地
整
当
局
の
特
徴
的
な
回
答
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

①
業
務
執
行
と
増
員

②
テ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ス
、
管
理
職
特
勤
手
当
等

③
処
遇
改
善
関
係

各支部の交渉実施状況

北陸支部 2016.12.14
東北支部 2017.1.25
中部支部 2017.1.26
四国支部 2017.1.31
関東支部 2017.2. 3
地理支部 2017.2. 3
近畿支部 2017.2. 7
九州支部 2017.2. 8
中国支部 2017.2.24

上位級拡
大に努力
北陸支部

金子委員長

定員内での工
夫にも限界

中部支部

（
テ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ス
）

問
題
意
識
を
持
っ
て
い
る

東
北
支
部

今がベストと
は思っていな
い 四国支部



ス
で
判
断
す
る
。
絶
対
職
場
に

居
る
こ
と
が
条
件
で
は
な
い
。

テ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ス
の
負
担
に
つ

い
て
は
聞
い
て
い
る
。
今
の
も

の
が
ベ
ス
ト
と
は
思
っ
て
い
な

い
。
休
日
の
移
動
も
平
日
に
移

動
す
る
様
に
配
慮
し
て
い
る
。

工
夫
で
き
る
こ
と
は
工
夫
し
て

い
る
。
な
に
が
し
か
の
手
当
が

出
せ
な
い
か
本
省
に
要
望
し
て

い
る
。
本
省
は
、
人
事
院
に
話

を
し
て
い
る
。
」

③
「
級
別
定
数
、
在
級
年
数
等

の
制
度
上
の
ハ
ー
ド
ル
も
あ

る
。
こ
れ
か
ら
も
努
力
し
て
い

く
。
人
事
評
価
、
当
局
の
考
え

方
も
あ
る
。
昇
任
･
昇
格
に
は
、

ポ
ス
ト
の
関
係
も
あ
る
。
退
職

時
６
級
の
要
求
が
あ
る
の
は
承

知
し
て
い
る
。
」

①
「
要
員
確
保

に
最
大
限
努
力

す
る
。
地
整
全

体
の
あ
り
方
も

含
め
、
適
切
に

配
置
し
て
い
く
。

空
き
ポ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
問

題
意
識
は
あ
る
。
不
要
な
ポ
ス

ト
と
は
考
え
て
い
な
い
。
業
務

が
多
様
化
複
雑
化
し
て
い
る
事

に
つ
い
て
は
承
知
し
て
い
る
。

意
見
も
含
め
、
上
部
機
関
に
伝

え
る
。
」

②
「
仕
事
の
問
題
で
は
、
入
契

に
つ
い
て
は
、
簡
素
化
を
図
っ

て
い
る
。
引
き
続
き
改
善
し
て

い
く
。
パ
ワ
ハ
ラ
に
関
し
て
は
、

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
風
通
し

の
良
い
職
場
が
大
事
。
」

③
「
上
位
級
の
確
保
、
級
別
定

数
の
改
善
に
努
め
て
い
き
た

い
。
全
体
と
し
て
良
く
な
る
よ

う
に
し
て
い
き
た
い
。
」

①
「
定
員
情
勢
は
、

き

わ

め

て

厳

し

い
。
時
限
的
増
と

し
て
、
撮
影
係
が

認
め
ら
れ
た
。
こ

れ
ま
で
以
上
に
努

力
し
て
い
る
。
関

係
機
関
へ
業
務
の

効
率
化
と
防
災
業

務
の
重
要
性
を
訴

え
て
、
必
要
な
要
員
確
保
し
て

ま
い
り
た
い
。
」

②
「
２
７
年
度
か
ら
災
害
の
地

方
指
定
行
政
機
関
と
し
て
、
法

的
に
位
置
づ
け
さ
れ
た
。
地
理

空
間
情
報
活
用
基
本
法
で
、
地

方
行
政
組
織
の
窓
口
と
し
自
治

体
の
協
力
関
係
が
重
要
な
こ
と

と
し
て
進
め
る
。
こ
の
よ
う
な

業
務
は
地
方
測
量
部
で
担
っ
て

も
ら
う
。」

③
「
２
９
年
度
組
織
で
は
６
、

７
Ｃ
の
切
り
上
げ
が
認
め
ら
れ

た
。
ユ
ニ
オ
ン
が
各
所
で
努
力

し
て
い
る
の
は
承
知
し
て
い

る
。
院
と
し
て
各
級
の
職
責
評

価
で
き
る
よ
う
に
、
今
後
と
も

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
地
測

の
管
理
職
を
始
め
職
員
の
処
遇

改
善
に
つ
い
て
は
上
位
級
拡
大

の
た
め
職
務
の
重
要
性
を
説
明

し
て
、
で
き
る
だ
け
の
こ
と
を

や
っ
て
い
る
。
ま
た
、
指
摘
さ

れ
た
地
測
の
状
況
は
承
知
し
て

い
る
の
で
職
員
の
処
遇
は
全
体

と
し
て
良
く
し
て
い
き
た
い
。
」

①
「
正
常
な
労

使
関
係
の
維
持
、

処
遇
改
善
、
要

員
確
保
に
精
一

杯
努
力
す
る
。
」

①
（
管
理
職
特

勤
は
）
「
深
夜
、

大
変
ご
苦
労
を

い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
を
聞
い

た
。
」
と
事
実
を
認
め
、
「
制
度

上
支
給
で
き
な
い
事
に
は
な
っ

て
い
な
い
。
」
と
し
、
今
後
は

「
事
案
毎
に
、
適
正
に
判
断
し

て
い
き
た
い
。
」

（
テ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ス
は
）

「
長

時
間
勤
務
や
派
遣
後
の
残
務
整

理
な
ど
問
題
意
識
は
十
分
持
っ

て
い
る
。
既
存
の
枠
組
み
で
は

難
し
い
が
、
実
情
・
実
態
を
本

省
に
伝
え
て
い
く
。
」
と
問
題

意
識
は
示
し
ま
し
た
。

①
「
定
員
は
大
変
だ
と
考
え
て

い
る
。
努
力
は
し
て
き
た
。
九

州
の
実
状
は
、
色
々
な
と
こ
ろ

で
訴
え
て
い
る
。
新
規
採
用
は
、

増
や
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
。

一
旦
ア
ウ
ト
ソ
ー

シ
ン
グ
し
た
業
務

は
元
に
は
戻
ら
な

い
。
」
「
本
省
に
は

必
要
性
を
訴
え
て

い
る
が
合
理
化
も

あ
り
純
増
に
は
な
っ
て
い
な

い
。
」
「
熊
本
の
時
限
増
員
は
あ

る
。
定
数
は
言
え
な
い
。
」
と

回
答
。

②
（
テ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ス
に
つ
い

て
）
「
Ｈ
２
８
年
４
月
１
日
付

け
で
省
令
で
位
置
づ
け
ら
れ
、

組
織
細
則
に
反
映
さ
れ
た
。(

本

局
に)

緊
急
災
害
対
策
調
整
官

が
新
設
さ
れ
、
中
心
と
な
っ
て

向
上
を
検
討
し
て
い
く
。
」

③
「
個
別
案
件
に
つ
い
て
は
答

え
ら
れ
な
い
が
、
強
い
要
望
が

あ
る
事
は
承
っ
た
。
処
遇
改
善

は
重
要
な
事
柄
で
有
り
、
今
後

も
引
き
続
き
、
全
体
と
し
て
良

く
な
る
よ
う
努
め
て
い
く
。
」

①
「
厳
し
い
定
員
事
情
の
中
、

一
人
で
も
多
く
と
の
姿
勢
に
変

わ
り
は
な
い
。

職
員
一
人
当
た

り
の
業
務
量
が

過
大
と
な
ら
な

い
よ
う
考
え
て

い
き
た
い
。
」

②
（
休
日
当
番

制
は
）
「
現
行

制
度
で
は
、
業

務
命
令
に
は
当
た
ら
な
い
が
、

危
機
管
理
の
重
要
性
で
、
ご
協

力
頂
い
て
い
る
。
ご
指
摘
は
承

っ
た
。
」

③
「
処
遇
改
善
は
重
要
な
課
題

で
あ
り
、
全
体
と
し
て
良
く
な

る

よ

う

引

き

続

き

、

級

別

定

数

の

要

求

や

有

効

活

用

を
図
る
。
」

過大な業務と
ならないよう
中国支部

ユニオンの努
力は承知して
いる地理支部
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第
二
〇
回
定
期

全
国
大
会
召
集

国
交
管
ユ
ニ
オ
ン
規
約
第
十
条
及
び

議
事
運
営
細
則
第
二
条
に
基
づ
き
、
第

二
〇
回
定
期
全
国
大
会
を
召
集
し
ま
す

日
時

二
〇
一
七
年

五
月
二
七
日
（
土
）

五
月
二
八
日
（
日
）

場
所

豊
橋
市
神
野
新
田
町

ミ
ノ
割
１
の
３

ホ
テ
ル
シ
ー
パ
レ
ス
リ
ゾ
ー
ト

議
題

①
二
〇
一
六
年
度
運
動
の
総
括

及
び

二
〇
一
七
年
度
運
動
方
針
（
案
）

②
二
〇
一
七
年
度
財
政
方
針
（
案
）

③
二
〇
一
六
年
度
会
計
監
査
報
告

二
〇
一
七
年
四
月
一
三
日

中
央
執
行
委
員
長

神
野

隆
司

二
〇
一
七
年
度
中
央
諸
役
員
の
立
候
補
受
付

役
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
二
〇
一

七
年
度
中
央
諸
役
員
の
選
出
を
お
こ
な

う
の
で
、
左
記
の
と
お
り
立
候
補
受
付

を
公
示
し
ま
す
。

一
、
役
員
と
定
数

国
交
管
ユ
ニ
オ
ン
規
約
第
二
四
条

に
よ
る

二
、
立
候
補
の
締
切
日

二
〇
一
七
年
五
月
二
八
日

三
、
選
挙

二
〇
一
七
年
五
月
二
八
日
に
大
会

代
議
員
の
投
票
に
よ
り
行
う

四
、
立
候
補
の
届
出

立
候
補
す
る
者
は
中
央
選
挙
管
理

委
員
長
宛
に
届
け
出
る
こ
と
。

届
出
先
は
国
交
管
ユ
ニ
オ
ン
中
央

本
部
ま
で
。

二
〇
一
七
年
四
月
一
三
日

中
央
選
挙
管
理
委
員
長

管理職特勤
は適正に判
断 近畿支部

熊本は時限
増員で配置
九州支部

空きポストは
問題意識ある
関東支部


